
て図書館が より身近 にな りました。 またこの

4月 から図書館のホームページも全面的にリ

ニューアルされ、図書館の利用案内に加え、

学術資料 の取得に役立つ情報サイ トも豊富 に

リンクされ、充実 した ものになっています。

図書館では学生がレポー トや論文を作成 した り、

学習のために資料 を探す時、中央図書館の膨

大 な資料のなかから信頼性の高い情報 を効率

的に検索する方法 を知って もらうために定期

的に講習会を開催 していますが、受講者が ど

の くらい理解で きたか、改善すべ きところは

ないかなどよく検討 して、より一層学習支援

に役立つ講習会を作 っていかなければと思い

ます。 また学生生活にとって図書館は必要な

もの と一人でも多 くの学生に感 じてもらえる

ようにしていかなければと思います。

また、図書館は学生選書の会や蔵書展など

を企画、開催 しています。試験や学習の目的

のほかにも、もっと自由に気軽 に図書館を利

用 してもらいたいとい うのが図書館員みんな

の願いです。私は目当ての本 もなく、ぶ らぶ

らと書棚 を見て歩 くのが好 きですが、装丁の

きれいな本や、タイ トルが気になり思わず手

に とって読んでみた りと、いろいろと面白い

本に出会うことができます。先 日もそうして

借 りて読 んでいて 「あっ … 」 と気づいた

ことがあ りました。それは本の印刷が、ちょ

うど今秋の蔵書展のテーマとして取り上げた 『美

しい本の世界:ウ ィリアム ・モリスとプライ

ベー ト・プレス』で19世 紀 にイギリス人のモ

リスが理想の書物 として追求 した本の印刷の

余 白のとり方 に良 く似ていたからです。1冊

の本を読 むことで新 しい発見がで きた りと読

書 は世界 をひろげて くれます。一見学習 とは

関係のないと思えるもので も、あ とになって

それが役 にたったりします。 とにかく、図書

館 にきてまず1冊 手 にとってみて ください。

勿論、図書館 には図書以外 にも雑誌やAV資

料 などの資料が豊富 にあ ります。そして、図
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図書館に思うこと
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大学図書館はコンピュータの導入によりお

よそこの20年 の問に図書館の業務の合理化、

効率化 と利用者へのサー ビスの向上が飛躍的

に進みました。 さらにこの10年 の間にはイン

ターネットの普及により、データベースや電

子ジャーナルのような電子資料が大学図書館

の学術情報資料 として不可欠なもの とな りま

した。

今では利用者 は図書館のホームページで公

開されているOPACか らいつでも自分が探

す本や雑誌などの資料 を検索す ことができる

ようになっていますが、私が近畿大学中央図

書館で働 き始めた頃はまだカー ド目録で資料

を検索する時代で した。洋書 の整理を担当 し

ていた私は毎 日、英語や ドイツ語の辞書 を片

手に本のタイ トルや内容から目録、分類 をとり、

その本の情報 を規定の大 きさの1枚 のカー ド

にタイプライターで打 ち込み、必要な枚数を

専用のコピー機で複写 した後、著者名カー ド、

書名 カー ド、分類カー ドというふうに仕分け

して、閲覧室のカー ドボ ックスに決められた

川頁番 に従 って組み込むという作業 をしていま

した。今 と比べ ると本当に多 くの時間と労力

を使っていました。 利用者は著者の名前や書

名などから該当するカー ドを見つけて、そこ

に書かれている分類番号から自分が求める本

が どこにあるかを知るというのが普通の光景

で した。

平成4年 に図書館の電算化が開始され、図書 ・

雑誌の書誌情報がOPACで 検索で きるよう

にな りました。平成15年 には新システムに移

行 し、OPACで の個人利用状況でのさまざ

まな手続 きが インターネットを通 じて自宅の

パ ソコンか らでも可能にな り、利用者にとっ



すべて具体的な意見を集めることが大切です。

そうす ることで利用者の要望が明確 になり、

実現のための改善点などがはっきりとします。

現在、要望 を集める手段 として定期的にア

ンケー トが実施 されています。先に記述 した

ことを実現 させるためにはアンケー トの内容

を今 よりももっと具体的な ものに変える必要

があると思います。またアンケー トの配布場

所 も意見をいただきたい方が集 まる場所など

範囲を考慮することで より様々な意見をいた

だ くことができると思います。そ して、現在

はそのアンケー トを集計 して担当職員で回覧、

意見交換が されていますが、残念なことにな

かなか意見がまとまっていないように思います。

よって迅速に良い意見をまとめ、利用者にフ

ィー ドバ ックするためにはある程度人数を絞

った り、 もしくは担当外職員 を招 いた りする

などして分析 を行 う専門のチームを作 る必要

があると思います。

書館で気づいた事や こんなことがで きたらい

いなとかどんな些細なことで もどん どん図書

館 に提案 してみて ください。一人一人が参加

しているとい う意識があれば きっとよい図書

館がで きると思います。

ある本に 「図書館のある国は平和な国である」

と書かれてい ました。私たち図書館員は学生

や図書館 を利用するすべての人が図書館 を活

用できるようにお手伝いをし、 この言葉 に共

感 してもらえるように努力 していかなければ

と思っています。

「魅力ある図書館」
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しか し、これ らの方法は現在の本学図書館

の魅力を高めるものです。10年 、20年 、その

先 も考 えないといけません。利用者の利用意

欲を掻 き立てる方法はそれぞれの時代で異な

って きますが、本の持つ情報はこれからも変

わ りません。さらに良い本 と呼ばれるものは

10年 、20年 経っても評価され必ず需要があ り

ます。つ まり10年 、20年 、長 く魅力を保つ方

法の一つ としてそれら良い本 を所蔵すること

が考えられます。 これを実現 させるためには

その本 をよ く知る人物に意見 をいただ くこと

が一番だ と思います。教員、学生、事務員、

一般企業の会社員や公務員、つまり大学内だ

けでな くもっと広い範囲、分野の方々に意見

をいただ くことで本当に良い本 を選ぶことが

できると思います。

情報ネッ トワークが発達 し、利用者が意識

せずにその情報 ネットワークを利用するとい

ういわゆるユ ビキタス社会が実現 しつつある

ように社会が変化 している今、大学図書館 も

またそのあ り方 を問われています。これまで

は主 に紙でで きた本の所蔵 を目的としたもの

で した。 しか し電子ジャーナルやデータベー

ス に見 られるように本の形態が変わってきて

います。利用者の図書館離れや本離れが言わ

れていることもあ り最近はサービスやそれ ら

資料が持つ情報 をどのようにして提供 してい

くか ということに重点が置かれています。

しか し環境がい くら変化 しようと、利用者

自らの意思で図書館 を利用 して知識を増や し

たいと思えるようなサー ビスを提供すること

が大切だと思います。

常に環境は変化 し、その時その時代 に必要

とされるものは異な ります。 しか しその本質

はいつの時代 も変わらない と思います。利用

者のためを思い、利用者が成長するそのお手

伝いをすることが図書館員の役割だと考えます。

利用者 自らの意思で図書館 を利用 してもら

うためには、まず利用者の要望を知る必要が

あります。図書館では基礎ゼ ミ対象図書 ガイ

ダンス、学生選書の会、データベース体験講

座など様 々なイベン トを催 しています。さら

に本の種類、蔵書検索端末の数や位置、書架

のレイアウト、職員の対応や図書館の規則など、

利用者が直接関わる要素がたくさんあ りますが、
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